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杉山輝樹 客員教授、廣田俊 教授 
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③ シトクロム c 
呼吸に関与する球状タンパク質。分子量約 12,000 の小さなタンパク質で、モデルタンパク質とし
て広く研究に用いられている。 





どの情報が得られ、分解能は 0.1 nm〜0.2 nm である。アミロイド線維の基本的な形態は、幅が約
10〜15 nm、長さ数 µm の針状構造であり、その針状構造の観察には透過型電子顕微鏡が最も適
している。 
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図 1．シトクロム c 単量体(a)及び 2 量体(b)の構造 
 
 























図 5 アミロイド凝集体の基板上での直線配列（上図：透過像、下図：直行ニコル像） 
 
